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はしがき 

 

 本報告書は2008年度から2011年度にかけて行った，科学研究費補助金基盤研究（Ｂ）「利用

者ニーズに適合した公共図書館サービスモデルの構築」（課題番号20300087）による研究成果

をまとめたものである。本研究では，公共図書館の利用者，関係者，図書館員に対するイン

タビュー調査，および，公共図書館に対する質問紙調査によって，新規サービスが創出した

価値が人々に共有されるための条件を明確にし，モデル化することを目的としていた。対象

としたのは公共図書館のビジネス支援サービスである。 

 このために，本研究では，①前回の研究（科学研究費補助金による共同研究「企業活動支

援メカニズムとしての公共図書館ビジネス支援サービスの効果」）で調査対象とした４館の利

用者，ビジネス支援サービス関係者，図書館員に対するインタビュー調査，②ビジネス支援

図書館推進協議会と共同での，全国の公共図書館に対するビジネス支援サービス実施状況の

質問紙調査，③モデル化の議論を進める上で参考になる図書館への訪問調査，という３種類

の調査を行った。 

 本報告書は，研究の総まとめとして2011年12月に開催したシンポジウムの記録を中心にま

とめている。シンポジウムでは，池谷による本研究のまとめの報告の他，山崎によるビジネ

ス･ライブラリアン講習会受講生に対する意識調査の結果の報告，および，田村によるビジネ

ス支援サービス実施状況に関する全国調査の報告，の３報告と，各報告へのコメントと質疑

が行われた。このうち，受講生調査はビジネス支援図書館推進協議会が実施したものあり，

実施状況調査は同協議会と本研究チームとが共同で実施したものである。シンポジウム自体，

同協議会と本研究チームとの共催であった。したがって，内容的には本報告書は本研究の範

囲をはみ出る部分を含んでいるが，ビジネス支援サービスに関連する３本の調査を一覧でき

る点で便利であろうと考え，あえて一括して収録した。 

 研究から，ビジネス支援サービスのような革新的なサービスを図書館が実施する際には，

利用者，関係者，図書館員が，単にサービス提供者-顧客，助言者-被助言者といった役割関

係を超えた共助関係の構築が有益であること，関係の継続性を保証する制度的枠組が望まれ

ること，図書館員全体がサービスに関与する柔軟な組織と，動機づけとしての目に見える成

果が求められること，といった知見を得ることができたのは大きな収穫であった。 

 本研究を進めるに際し，インタビュー調査にご協力いただいた４公共図書館をはじめ，訪

問調査にご協力いただいた図書館の皆様，ならびに，ビジネス支援図書館推進協議会の皆様

に深く感謝申し上げたい。 

 

２０１２年３月 

 

研究代表者 田村俊作 

      （慶應義塾大学文学部） 
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